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要旨 

 

私たちは、事物に対して、はっきり確定できないことが多いので、不確定の判断や認識

を表す表現をよく使う。推測とは物事の状態・程度や他人の心中などを推し量ることであ

る。そのような言語表現は、推測表現あるいは推測モダリティと呼ばれる。そのような表

現はどのような言語にも存在しており、日本語と中国語にも大量に存在している。日本語

でも、中国語でも、推測表現の表す意味は豊富で、表現形式も複雑である。一方、グロバ

ル化につれ、中国人日本語学習者数が増えている。中国人日本語学習者は学習の過程で、

母語からの干渉、教師の教え方などの要因により、推測表現をうまく習得しにくい。その

ため、中国人日本語学習者は不適切な推測表現を使っていることが多い。 

本研究では、「だろう、かもしれない、に違いない、らしい、はずだ、そうだ」の六つ

の推測表現の習得状況と習得傾向を調べ、以下のことを目的とした。それぞれの習得現状

と習得傾向を明らかにする。 

（1）中国人日本語学習者はどのように推測表現を習得しているのか。 

（2）推測表現を使うとき、どうやって文末表現を選んでいるのか。決める理由は何か。 

（3）どうやって副詞を選んでいるのか。決める理由は何か。 

（4）中国人学習者の推測表現の使用は、どのような傾向を呈しているか。その傾向が形成

される原因は何か。 

第 1 章では、研究背景、問題点、調査目的及び研究意義を記述した。第 2 章では、日中

両言語の「推測表現」と母語転移に関する既存の研究について記述した。第 3 章では、本

研究における調査対象の選定、データ収集のためのアンケートとインタビューの作成目

的・方法と分析方法について記述した。 

第 4 章では、まずアンケート調査で得たデータに基づき、中国人日本語学習者の推測表

現の使用傾向をまとめた。その傾向が形成された原因を追究するために、協力者 K1、K2

と K3 を選び、インタビュー調査を行った。インタビュー調査のデータに基づき、協力者の

推測表現の接続用法、陳述副詞への理解と、推測表現を習得する方法を帰納して整理を行

った。 

第 5 章ではアンケート調査とインタビュー調査の結果に基づき、①日本語協力者が推測

表現を使う時に、「だろう」を選ぶことが多く、「らしい」、「そうだ」と「はずだ」の

使用を避ける、②日本語学習者は「陳述副詞＋推測文末表現」のような形を使うことが多

い、③日本語学習者が日本語を勉強する期間が長くなると、文法の問題にますます注目し

なくなる、という三つの傾向を導き出した。その傾向が形成された要因について、母語の

影響、教師と教材における問題、接触場面という三つの面から考察した。 

第 6 章では、第 5 章で提出した形成要因に基づき、教師は日本語推測表現を教える時に、

中国語と結びつけるだけではなく、使用場面、人物関係などの要素を考える必要があるこ

と、協力者は、日本語母語話者とメディアからの自然会話を学習の素材として、使用する

方法が望ましいこと、日本語学習者自身は意識しながら、文法の間違いを重視すること、

日本語学習者は日本人が推測表現を使う心理を分かる必要があること、という四点に分け

て日本語教育への提案を考えた。 
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最後に第 7 章では、第 1 章から第 6 章までで得られたことをまとめて、本稿の総括とし

た。 
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